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表 1 平成21年度 通級指導を受けている場所











































































































































（ア）音楽遊び c10: oo~ 10 : 40) 



























休憩（おやつ） （10: 40~11: 00) 










（ウ）相談・今後の案内 (11: 40~ 12 : 00) 































































































































































小学 1年生 1名，小学 2年生 3名，小学 3年生 1名，小





9 : 00~ あいさつ
9 : oo~ 9 : 40 1校時
9 : 45~ 10: 25 2校時
10 : 25 ~ 10 : 50 ティータイム
10 : 50 ~ 11 : 30 3校時
11 : 30 ~ 11 : 50 おわりの会








小 1 小2 小3・4・5 小5
共用学習室 小2教室 小3教室 小4教室
1 （書写） （国語） （算数） （国語）
----- ------------ ----------- ------•••一•- --＿ ＿ ＿ 
河野 和田 佐藤 栗本
小l 小2 小3・4・5 小5
小3教室 小2教室 小4教室 共用学習室
2 （国語） （算数） （国語） （書写）
------------- -------------------------------
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A数と計算 B量と測定 C図形 D数量関係
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V. 考察
(1)幼児支援教室
特別支援教育が始まり，それまでにも増して小学校の
通常学級或いは特別支援学級，特別支援学校小学部など
と選択の幅が広がり，幼稚園・保育園あるいは通所施設
の保育に通っている肢体不自由児の幼児の移行支援の課
題は多い。
仙台市小学校教育研究会の調査報告「移行期における
子どもと保護者の支援のあり方」でも，所属を変わる際
の幼児の学習や集団への適応の不安，引き継ぎへの不安
が示されている。
本幼児支援教室では，アセスメントなども行い，見え
にくさや作業上の困難点を明確にし，子どもたちが入
学するまでに学習レデイネスの獲得や感覚運動を中心に
して生活につながる必要な力を身につけていくことを目
指している。
今後は幼稚園や保育園での活動の把握や就学に対する
保護者への支援も視野に入れて，個別の指導計画，個別
の支援計画も手がけながら指導を進めていくことが必要
であると考えられる。
幼稚園などでは巡回指導や特別支援学校のセンター的
機能の活用も始まっており，本校の支援部でもケースに
基づいた支援を行っている。今後は，適切な理解や対応
をすることにより，幼児の園での生活を充実したものに
し，二次的な問題を軽減し，小学校や地域のリソースと
連携・協働することにより， この時期の移行を円滑にさ
せることが期待できる。
（文責：向山勝郎）
(2) 通級支援教室
通級に参加する児童にとって，それぞれの特別な教育
的ニーズに応えることができる内容になってきているよ
うに感じる。通常学校ではなかなか対等に学習しがたい
体育をこの教室で行い，体を精一杯動かす楽しさやチー
ムでゲームするおもしろさを味わうことができる。また，
書写やパソコンをじっくりと学び，算数の苦手な部分を
予習で補うということで， とても有意義な教室になって
いると考える。当校及び小学部での研究の成果である教
科指導の方法も十分活用でき，参加する児童の学習の励
みとなっている。時間的制約があり，年間18回 (54時
間）程度の指導しかできなく，現籍校との連携を図るこ
とが十分できない状態であるが，継続した活動を進めな
がら，通級支援の必要性について研究を進めていきたい
と考える。
w．今後の課題
小学校の第 1学年の学習に対するレデイネスについて
研究し，就学前の肢体不自由児に対し，スムーズな移行
支援を進めていく中で，個々に応じた就学前の支援及び
指導の内容を探り，実践研究を深めていこうと考える。
また，通常の学級等において教科学習に困難のある肢
体不自由児に対し，その要因を探り，特別な教育的ニー
ズに対応した指導を行い，困難点を克服する力をつける
ことを目指す実践研究を進めていきたい。
（文責：佐藤孝二）
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